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議会の動き

平成 28 年第 5 回栗山町議会定例会
に お い て、 次 の 議 案 が 審 議 さ れ ま
した。　　　　　　（6 月 14 日招集）

南
空
知
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

▼
感
謝
状
（
退
団
者
）

　

柳　
　

哲
輔
（
元
第
１
分
団
団
員
）

　

田
中
一
寿
夫
（
元
第
２
分
団
団
員
）

▼
精
績
章

　

宮
本　
　

武
（
第
３
分
団
班
長
）

　

丸
山　
　

勝
（
第
３
分
団
班
長
）

▼
勤
労
章

　

青
木　

剛
克
（
第
２
分
団
部
長
）

　

井
澤　

雅
彦
（
第
３
分
団
部
長
）

　

都
築　

輝
昭
（
第
２
分
団
班
長
）

　

中
島　

昌
一
（
第
３
分
団
班
長
）

▼
精
勤
章
（
勤
続
30
年
）

　

八
手　

健
治
（
第
３
分
団
班
長
）

▼
精
勤
章
（
勤
続
25
年
）

　

塩
見　
　

望
（
第
１
分
団
部
長
）

　

川
畑　

憲
吾
（
第
２
分
団
部
長
）

▼
精
勤
章
（
勤
続
15
年
）

　

山
田　

晃
博
（
第
２
分
団
団
員
）

　

飯
尾　

隆
亮
（
第
３
分
団
団
員
）

　

大
西　

剛
史
（
第
３
分
団
団
員
）

　

川
崎　

太
樹
（
第
３
分
団
団
員
）

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

▼
勤
続
章

　

八
手　

健
治
（
第
３
分
団
班
長
）

団
長
表
彰

▼
感
謝
状
（
退
団
者
）

　

村
上　
　

大
（
元
第
１
分
団
団
員
）

　

長
尾　

有
二
（
元
第
１
分
団
団
員
）

　

増
田　

忠
宏
（
元
第
２
分
団
団
員
）

▼
功
績
章

　

中
井　

浩
輝
（
第
１
分
団
班
長
）

　

中
島　

昌
一
（
第
３
分
団
班
長
）

▼
精
勤
章
（
勤
続
10
年
）

　

瀧
澤　

茂
和
（
第
２
分
団
団
員
）

　

清
水　

哲
矢
（
第
３
分
団
団
員
）

　

不
破　
　

潤
（
第
３
分
団
団
員
）

　

小
川　

貴
臣
（
第
３
分
団
団
員
）

　

富
樫　

真
由
（
第
３
分
団
団
員
）

　

國
岡　

晃
平
（
第
３
分
団
団
員
）

　

猪
熊　

政
信
（
第
３
分
団
団
員
）

▼
精
勤
章
（
勤
続
５
年
）

　

鈴
木　

孝
史
（
第
１
分
団
団
員
）

　

富
樫　

崇
裕
（
第
１
分
団
団
員
）

　

西
岡　

政
則
（
第
１
分
団
団
員
）

　

髙
野　

勝
則
（
第
２
分
団
団
員
）

　

正
井　

博
美
（
第
２
分
団
団
員
）

　

大
野　

浩
司
（
第
３
分
団
団
員
）

▼
優
秀
章

　

端　
　

師
孝
（
第
１
分
団
団
員
）

　

古
賀　

聖
都
（
第
１
分
団
団
員
）

　

工
藤　

正
史
（
第
２
分
団
団
員
）

　

中
川　

和
政
（
第
２
分
団
団
員
）

　

小
倉　

大
樹
（
第
３
分
団
団
員
）

　

長
尾　

卓
也
（
第
３
分
団
団
員
）

　

横
岡　

貴
之
（
第
３
分
団
団
員
）

平
成
28
年
度
栗
山
消
防
団
春
季
連
合
消
防
演
習
表
彰
者
※
敬
称
略

◆
名
簿
登
録
の
対
象
◆

　

自
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
で
、
施
設

や
病
院
な
ど
に
長
期
入
所
・
入
院
し
て

い
な
い
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
で
す
。

1
要
介
護
認
定
１
か
ら
５
を
受
け
て
い

る
方

2
身
体
障
害
者
手
帳
１
種
１
・
２
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

3
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

4
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

5
そ
の
他
支
援
を
必
要
と
す
る
方
（
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
で
希
望
す

る
方
）

住
ん
で
い
て
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

▼
栗
山
町
第
６
次
総
合
計
画
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

▼
栗
山
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

栗
山
町
馬
鈴
し
ょ
集
出
荷
貯
蔵
セ
ン

タ
ー
の
種
馬
鈴
し
ょ
処
理
調
製
施
設
整

備
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
計
画
の
一
部

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
６
億
７
７
３
７
万
７

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
85
億
１
３
４

３
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
、
小
規
模
保
育
事
業
所
施
設
整
備

事
業
補
助
金
な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
栗
山
町
空
家
等
対
策
の
推
進
及
び
空
家

等
の
活
用
促
進
に
関
す
る
条
例

空
家
な
ど
が
も
た
ら
す
多
岐
に
わ
た
る

課
題
解
決
に
向
け
、
町
民
の
安
全
安
心

な
生
活
環
境
の
確
保
お
よ
び
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、

本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
に
お
い
て
、
低
所
得
者
に
対
す
る

保
険
税
の
軽
減
措
置
の
拡
充
お
よ
び
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
町
税
等
の
滞
納
者
等
に
対
す
る

特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

町
税
等
の
定
義
に
係
る
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

平
成
23
年
７
月
９
日
よ
り
稼
働
し
て
い

る
、戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
新
で
す
。

▼
曙
団
地
３
号
棟
新
築
主
体
工
事
の
請
負

契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

１
億
２
３
７
６
万
８
千
円

業　
　

者　

朝
日
産
業
株
式
会
社

▼
曙
団
地
５
号
棟
新
築
主
体
工
事
の
請
負

契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

１
億
２
３
６
６
万
円

業　
　

者　

松
原
産
業
株
式
会
社

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

一
部
事
務
組
合
の
組
織
団
体
が
解
散
脱

退
の
届
出
等
を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

当
該
組
合
規
約
の
変
更
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

栗
山
町
議
会
基
本
条
例
制
定
か
ら
10
年

が
経
過
し
、
現
在
の
実
情
に
即
し
た
内

容
と
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
条
文
の
改
正
は
伴

わ
な
い
が
、
そ
の
目
的
の
達
成
度
が
低

い
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

適
正
な
措
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
平
成
27
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策

事
業
ほ
か
８
事
業
に
つ
い
て
、
年
度
内

の
執
行
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
28
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

報

告

　

地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

際
、
避
難
す
る
た
め
特
に
支
援
を
必
要
と

す
る
方
の
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
は
町
内
会
・
自
治
会
、
警
察
、

消
防
署
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
供
し
、

日
頃
か
ら
の
関
係
づ
く
り
や
防
災
活
動
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

下
記
の
「
名
簿
登
録
の
対
象
」
に
該
当

し
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
名
簿
は
年
に
２
回
更
新
（
次
回

は
11
月
に
更
新
予
定
）
し
、
各
関
係
機
関

な
ど
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
保
健
福
祉
課

　

高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
７

議　

案

【
日
　
時
】

　

９
月
11
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

【
場
　
所
】

　

北
海
道
庁
別
館

※
研
修
先
ま
で
町
で
送
迎

【
対
　
象
】

　

町
内
会
・
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
の

役
員
な
ど
、
地
域
で
防
災
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
方

【
参
加
料
】

　

無
料

【
申
込
期
限
】

　

７
月
13
日
㈬

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
総
務
課

　

広
報
・
防
災
・
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
１

北

海

道

地

域

防

災

マ
ス
タ
ー
認
定
研
修
会

北

海

道

地

域

防

災

マ
ス
タ
ー
認
定
研
修
会

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
に

< 地域防災マスターの活動 >
ボランティアでの防災活動のほ
か、地域での防災活動に対する指
導や防災訓練への参加など、防災
リーダーとして活動していただき
ます。
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行
政
サ
ー
ビ
ス
制
限
を
実
施　

　

町
で
は
納
税
意
識
の
向
上
と
滞
納
の
防

止
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
係
る
受
益
と
負
担
に
関
す
る
不
公

平
感
を
解
消
す
る
た
め
、
町
税
等
を
滞
納

し
た
場
合
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
制
限

を
行
っ
て
い
ま
す
。

   

町
税
等
と
は
…

　

町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

保
育
料
、
公
営
住
宅
家
賃
、
町
営
住

宅
使
用
料
、
水
道
料
金
、
下
水
道
使

用
料
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
、

継
立
地
区
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
、
給
食
費

※
左
表
事
業
の
ほ
か
、
滞
納
に
よ
り
制
限

と
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

全　般
・物品などの購入

・機械器具の借り上げ

・町広告掲載

医　療 ・特定不妊治療費助成

福　祉

・高齢者生活支援

（2次予防訪問介護、寝具洗濯サービス、除雪サービス、

福祉ベッド利用）

・家族介護者特別支給

・無年金者生活支援給付金支給

・障がい者除雪サービス

産　業

・農業振興資金融資および利子助成

・農村景観緑肥推進

・農業 6次産業化支援

・中小企業振興資金融資および利子、保証料補給

・商店街近代化事業融資および利子補給

・中小企業倒産関連融資利子補給

・中小企業原料等高騰関連融資利子および保証料補給

住環境 ・人にやさしい住宅助成金

環　境 ・住宅用太陽光発電システム設置費補助

教　育 ・芸術文化振興奨励金

制
限
さ
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

こ
ん
な
に
…

　　

申
請
時
に
納
期
限
を
過
ぎ
た
未
納
税

（
料
等
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
左
表
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
制
限
対
象
と
な
り
ま
す
。

町
税
等
の
滞
納
に
よ
り

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
制
限
さ
れ
ま
す

町税等に含まれ
るのは何？

町税納期限 納税は便利な口座振替を
ご利用ください

納 税 に 関 す る 相 談
町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5

課税内容に関する問い合わせ

納付書は
7月 11 日ごろ発送

固 定 資 産 税　　　②期

後期高齢者医療保険料　①期

介 護 保 険 料　　　①期

国民健康保険税　　　①期

}8 月 1 日（月）
コンビニ納付が
できます！

◎広告媒体
封筒種類 長 3号封筒 角 2号封筒

封筒規格 縦 120mm×横 235mm 縦 332mm×横 240mm

使用内容

汎用封筒

・役場各課所、教育委員会、北海道介護福祉学校が配布・発送する公用封筒として

使用

配布エリア 主に町内全域（町外向け使用も有）

　
「
町
が
発
送
す
る
封
筒
（
長
３
号
お
よ

び
角
２
号
）」
に
掲
載
す
る
事
業
者
な
ど

の
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

①
封
筒
の
使
用
予
定
期
間
は
、
申
込
件
数

の
状
況
に
よ
り
、
前
後
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
予
定
期
間
内
に

封
筒
を
全
て
使
用
し
た
場
合
は
、
そ
の

時
点
で
広
告
掲
載
を
終
了
し
、
在
庫
が

残
っ
た
場
合
は
、
全
て
使
用
す
る
ま
で

広
告
掲
載
を
延
長
し
ま
す
。

②
栗
山
町
広
告
掲
載
要
綱
・
栗
山
町
広
告

掲
載
基
準
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
広
告

媒
体
と
し
て
不
適
当
な
広
告
」
は
、
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

封筒種類 長 3号封筒 角 2号封筒

発行部数 20,000 枚 12,000 枚

使用予定期間 平成 28 年 8月～平成 29 年 7月

広告規格 縦 50mm×横 100mm（1枠あたり） 縦 100mm×横 100mm（1枠あたり）

募集枠数 2 枠 4 枠

掲載面・位置 封筒の裏面（上下段）

印刷色 茶（1色）

広告料

【1枠】　40,000 円

（内訳@2円× 20,000 枚）

【2枠】　60,000 円

（内訳@4円× 20,000 枚× 75％）

【１／２枠】　24,000 円

（内訳@2円× 12,000 枚）

【1枠】　48,000 円

（内訳@4円× 12,000 枚）

【2枠】　72,000 円

（内訳@4円× 2枠× 12,000 枚× 75％）

◎広告掲載募集内容

町
の
封
筒
広
告
を
募
集

町
の
共
通
公
用
封
筒
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
業
広
告
を
運
び
ま
す
！

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ
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③
広
告
原
稿
は
、
申
込
者
各
自
で
作
成
の

上
、
町
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
作
成
方
法
お
よ
び
提

出
方
法
は
、
申
し
込
み
後
に
連
絡
し

ま
す
。

■
申
込
期
限
・
申
込
方
法

【
申
込
期
限
】　　

７
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮

【
申
込
方
法
】　　

「
広
告
掲
載
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
広
告
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
添
え

て
申
込
先
に
直
接
持
参
さ
れ
る
か
、郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
「
広
告
掲
載
申
込
書
」
は
、
町
経
営
企

画
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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◎行政サービス制限内容

広
告
掲
載
事
業
と
は
…

　
町
の
資
産
を
広
告
媒
体
と
し
て
有

効
活
用
し
、
民
間
事
業
者
な
ど
と
の

協
働
に
よ
り
町
の
新
た
な
財
源
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
事
業


